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D部門論文委員会意見交換会

2012年8月23日（木）

千葉工業大学 津田沼キャンパス ６号館611教室
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・・ 寺田副編修長

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション



3

編修長あいさつ

編修長 竹下隆晴

（名古屋工業大学）



4

D部門における論文委員会

D1 D2 D３

編修広報委員会

編修長補佐

編修長

論文委員会研究調査運営委員会 国際化委員会

役員会

部門長

SPC

D4 D5

IIC RM，LD，MD VT，HCA，ITS TER，MZK，IIS，
PFC，PPE

副編修長
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論文委員会の組織

主査

副主査・幹事

論文委員

研究調査運営委員会

半導体電力変
換

技術委員会

D1

主査

副主査・幹事

論文委員

産業計測制御

技術委員会

D2

主査

副主査・幹事

論文委員

回転機，リニア
ドライブ，モー
タドライブ

技術委員会

D3

主査

副主査・幹事

論文委員

自動車技術，
家電・民生，ＩＴ
Ｓ

技術委員会

D4

主査

副主査・幹事

論文委員

ものづくり，次
世代産業シス
テム，交通・電
気鉄道，生産
設備管理，公
共施設

技術委員会

D5
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論文委員会の構成

副編修長：寺田賢治（徳島大）

編修長：竹下隆晴（名古屋工大）

D1 D2 D3 D4 D5

編修長補佐：村上俊之（慶大）

論文委員
1１0名

論文委員
139名

論文委員
１0名

論文委員
7名

論文委員
122名



2012年度メンバー（D1）

役職 氏名 所属

主 査 船渡 寛人 宇都宮大学

副主査 綾野 秀樹 東京工業高等専門学校

幹 事 庄山 正仁 九州大学

〃 中沢 洋介 東芝

〃 三野 和明 富士電機

〃 森實 俊充 大阪工業大学

2012年度メンバー（D3）

役職 氏名 所属

主 査 村井 敏昭 東海旅客鉄道

副主査 野口 季彦 静岡大学

幹 事 川村 光弘 東芝三菱電機産業システム

〃 樋口 剛 長崎大学

〃 廣塚 功 中部大学

〃 山本 吉朗 鹿児島大学

〃 森下 明平 工学院大学

〃 山本 修 職業能力開発総合大学校

2012年度メンバー（D2）

役職 氏名 所属

主 査 山口 高司 リコー

副主査 岩崎 誠 名古屋工業大学

幹 事 高橋 悟 香川大学

〃 駒田 諭 三重大学

〃 満倉 靖恵 慶應義塾大学

〃 内村 裕 芝浦工業大学

2012年度メンバー（D4）

役職 氏名 所属

主 査 道木 慎二 名古屋大学

副主査 叶田 玲彦 日立製作所

幹 事 浜松 芳夫 日本大学

〃 宮武 昌史 上智大学

2012年度メンバー（D5）

役職 氏名 所属

主 査 亀井 克之 三菱電機

副主査 近藤圭一郎 千葉大学

幹 事 鈴木 健嗣 筑波大学

〃 市川 紀充 工学院大学

〃 結城 和明 東芝

〃 山中 理 東芝
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編修長あいさつ

論文をよりよいものにしよう！

編修作業をより透明にしよう！

査読マニュアルの周知・徹底

論文委員会ホームページの活用

 ニュースレターの積極的な活用

論文の著者と査読者に共通認識を持っていただくことが重要
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本日の出席予定者数

 D1 122名
 出席：32名，欠席：23名，未定：67名

 D2 110名
 出席：13名，欠席：31名，未定：66名

 D3 139名
 出席：21名，欠席：32名，未定：86名

 D4 10名
 出席： 1名，欠席：1名，未定：8名

 D5 7名
 出席： 2名，欠席：3名，未定：2名

 編修広報委員
 出席： 3名

出席者総数：72名（H23：72名，H22： 89名）
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・村上編修長補佐

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション
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査読マニュアルについて

編修長 竹下隆晴

（名古屋工業大学）
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査読マニュアルの目的

目的

 論文査読の基準を明確にすること。

 論文投稿者と査読者が論文に対して共通の認識
を持つこと。

査読期間を短縮すること。

査読に対する不公平感をなくすこと。
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部門誌論文･査読の基本的考え方

 論文の内容に対する全責任は投稿者にある。

 論文の査読は論文指導ではない。

 論文の価値の評価をするのは査読者ではなく，読者である。

 投稿者は評価に耐えられる論文を作るよう，査読者は論文を早
く取り上げるよう努力をすべき。

 次の論文を出したくなるような査読をすべきである。

 何でも掲載すればよいというのでは勿論ない。

 論文誌のレベルが下がれば投稿する魅力がなくなる。
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査読の要点(論文が備えるべき要件)

 電気学術または技術に寄与するか

 新規性，創造性，有用性のいずれか１つが認められるか

技術面のみならず，考え方や纏め方，各種応用上の問題点
の指摘など，広い観点からの新規性，創造性，有用性の判
断がポイント

 明白な誤り，矛盾点がないか。論旨が一貫しているか。まえ
がきで指摘した問題点が，むすびで結論付けられているか

 同一内容，類似内容が発表されていないか
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判定の基準

 判定は４段階とし，以下の基準による。
 ① エディトリアルな修正のみ：

掲載(A判定)

 ② 修正内容が推奨項目(Suggested change)のみ：

条件付き掲載 (照会後掲載）（B判定)

 ③ 修正内容に必須項目(Mandatory change)を含む：
照会後判定(C判定)

 ④ 論文の要件を具備していない：
返送(D判定)

 照会後判定(C)は初回査読のみ選択可能
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照会文の書き方(A，B，C判定）

 ① 必須修正項目(Mandatory change)，
 ② 推奨修正項目(Suggested change)，
 ③ エディトリアルな修正項目(Editorial change)
に分け，判定の根拠を明確に記載する。

 ①の必須項目のある論文は，照会後判定(C)とする。

 ②の推奨項目と③の項目のみの論文は照会後掲載(B)
とする。

 ③の項目のみの論文は掲載(A)とする。
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１回目の査読でＡ判定をつける場合
の判定の際の注意

電気学術または技術に寄与していることを記載
する。

新規性，創造性，有用性のどれが認められるか
を（複数でも良い），明確に記載する。
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返送文の書き方

 理由を具体的に，明確に記載する。

 客観的な証拠に欠けていると判断された論文については
修正の上，新たな論文としての投稿を勧める。

 新規性，創造性，有用性のいずれも有していないことを
明確に説明する。

（例）

 既に発表されている論文＊＊との違い，優位性が無い，
あるいは，同一内容である。

 論文の目的･主張･効果などが，論文記載のシミュレーシ
ョンや実験データでは確認できず，新規性，創造性，有
用性のどれも認められない。

 理論式の展開の＊＊部分に誤りがある。
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その他

 掲載決定論文の内容の変更は，原則として誤字，脱字，
フォントの不一致など，editorialな修正を除いて一切認め
られない。

 掲載決定後，最終原稿を作成する過程で意図的に論文
として不適切な文言を追加したことが明らかになった場
合には，掲載の決定を取り消す場合がある。

 査読マニュアルの内容は，常に改善ができることとする
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査読フローの改訂

 ２００９年の意見交換会の論文委員の意見を受
けて，Ｄ部門論文委員会主査会，Ｄ部門役員会，
編修会議の審議を経て，Ｄ部門では新しい査読
フローを，２０１１年１月より，２年間試行中であ
る。現行の電子査読システムの運用の範囲内の
改訂となっている。

改訂ポイント

 Ｂ判定とＣ判定をした論文委員は，著者照会後に
再査読を必ず行うことになる。
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・・ 寺田副編修長

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション
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論文投稿・掲載状況

事務局まとめ
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論文誌Ｄ 論文投稿・掲載件数の推移
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論文誌Ｄ
研究開発レター投稿・掲載件数の推移
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全部門 共通英文論文誌
論文・研究開発レター 投稿・掲載件数の推移

論文 研究開発レター

83

124

178

225 220
212

36
46

77
64

88 91

0

50

100

150

200

250

300

18 19 20 21 22 23

平成２３年
投稿２１２件 掲載９１件
（D部門：投稿３４件）

28

25

34

30

23

20

9

15

12

22

15

12

0

10

20

30

40

18 19 20 21 22 23

平成２３年
投稿２０件 掲載１２件
（D部門：投稿１件）



26

IEEJ Journal of Industry Applications
（電気学会英文論文誌D）

平成2４年7月から発刊（隔月）

 アメリカThomson社の“Science Citation Index 
Expanded (TM)（SCI）”に取得を目標

参考：共通英文誌

平成2３年D部門関連の一般論文投稿が３４件

2012年 7月「Power Electronics」（6件：特集論文，2件：一般論文）
2012年11月「Motor Drive and Related Technologies 」
2013年 1月「Motion Control and its Related Technologies」
2013年11月「Technologies of Rotating Machinery」
2014年 3月「Motor Drive and its Related Technologies」
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論文誌Ｄ
発行ページ数の推移
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論文誌Ｄ
論文掲載までの所要月数

所要月数

掲
載
数

H20 6 ． 7ヶ月

H21 6 ． 3ヶ月

H22 6 ． 1ヶ月

H19 7 ． 1ヶ月

H18 8 ． 3ヶ月

H17 8 ． 7ヶ月

H16 8 ． 3ヶ月

H23 5 ． 8ヶ月

平成２３年
Ａ部門：５．１ヶ月
Ｂ部門：５．５ヶ月
Ｃ部門：５．４ヶ月
D部門：５．８ヶ月
Ｅ部門：４．５ヶ月
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論文誌Ｄ査読フロー改訂による採否
決定所要期間

2010年

2011年 平均査読期間（論文数）
2010年 173.7日 （233）
2011年 177.2日 （187）

3.5日増

論
文
数

論
文
数

2010年掲載

2010年返送

2011年掲載

2011年返送

平均査読期間
掲載論文
2010年 178.0日 （194）
2011年 184.2日 （128）

6.2日増
返送論文
2010年 152.4日 （ 39）
2011年 161.9日 （ 59）

9.5日増

所要月数

所要月数
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Extended Summaryのチェック

平成20年から，掲載が決定した和文論文の
Extended Summary のネイティブ・チェック試行

平成24年4月より全論文に拡大

 外国人が理解できるExtended Summary へ！
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・・ 寺田副編修長

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション
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電子査読システムの運用状況

副編修長 寺田賢治

（徳島大学）
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電子投稿・査読システム運用状況

 ２０１１年１月より新査読フローによる査読が行わ
れています。

 ２０１１年４月よりD1～D3（３グループ）体制から
D1～D5（５グループ）体制にて投稿論文の査読
対応を行っております。

 ２０１２年７月よりIEEJ Journal of Industry
Applications（電気学会英文論文誌D）を発行，

新電子・査読システムが立ち上がるまでは邦文
誌サイトで論文投稿受付
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電子投稿・査読システム運用状況

 2010年1月から，共通英文誌の電子査読・投稿

システムの査読フロー変更（部門誌と同じフロー
へ：初回査読でC判定可）

全部門に跨る電子投稿・査読システム改善検討
WGにおいてシステムのバージョンアップを検討
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・・ 寺田副編修長

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション
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電子投稿査読ｼｽﾃﾑの
新ｼｽﾃﾑへの移行

編修長補佐 村上俊之

（慶應義塾大学）
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立ち上げスケジュール（予定）
電子投稿・査読新システム

 2012年8月30日（木）論文委員に新システムの
ID登録について案内

※登録を希望しない方は要返信

 2012年9月10日（月） ID登録可否の回答締切

 2012年9月20日（木） 新システムにID登録

別途，論文委員にID確認とパスワード変更

について案内

 2012年10月1日（月）10：00
新システム運用開始!!!!
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システムの概要（部門誌選択）
電子投稿・査読新システム

 ログインサイトは全部門誌で共通（邦文）
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システムの概要（部門誌選択）
電子投稿・査読新システム

 ログインサイトは全部門誌で共通（邦文）



40

システムの概要（部門誌選択）
電子投稿・査読新システム

 ログインサイトは全部門誌で共通（英文）
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システムの概要（部門誌選択）
電子投稿・査読新システム

 ログインサイトは全部門誌で共通（英文）
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システムの概要（キーワード選択）
電子投稿・査読新システム

技術員会のキーワードをベースに選択

(現状の画面）
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システムの概要（キーワード選択）
電子投稿・査読新システム

技術員会のキーワードをベースに選択

(新規画面）
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・・ 寺田副編修長

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション
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論文委員意見と回答

編修長 竹下隆晴

（名古屋工業大学）
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事前のご意見と質問について

 論文委員，論文委員会について ４件

 査読，査読への貢献について ５件

 英文論文誌について ２件

合計11件，頂きました。
ありがとうございました。

H23年：３件，H22年：１８件
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Ｑ 論文委員，論文委員会について（１）

Ｑ１ 基本的には論文委員になるには手続きが必要で，委

員の方のみが査読者を務められるというようなことをお聞

きしました。

そのようなシステムであれば査読を依頼する前にきち

んと委員になる手続きをするべきだと思いますし，そのよ

うなシステムであるということをもっと多くの人が知ること

ができるようになれば良いと思います。

逆に，特に論文委員にならなくても査読ができるシステ

ムにすれば，幹事の方々はお仕事がしやすくなるのでは

ないかと思います。
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Ａ１ 論文委員になっておられない方にも，査読を

お願いしています。査読のあり方の改善のため

にも，よく見ていただく方には，論文委員になって

いただくようにお願いしており，今後も広く働きか

けてまいります。

A 論文委員，論文委員会について（１）
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Ｑ 論文委員，論文委員会について（２）

Ｑ２ 議事録の掲載状況などをメールでご連絡頂け

ると論文委員会で，今どのような議題を扱ってい

るのかが理解できて良いように思います。
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Ａ２ ご希望が多いようでしたら，メールでのお知ら

せも考えてまいります。

A 論文委員，論文委員会について（２）
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Ｑ 論文委員，論文委員会について（３）

Ｑ３ 論文幹事は各技術委員会からの推薦で選出

されているが，公募制も取り入れるべきではない

か。

Ｑ４ 論文幹事ごとに採択率や査読期間にどの程

度のばらつきがあるのか評価し，ある基準以下で

あれば任期途中での変更も考える必要がある。

現幹事について論文委員会内で評価を行って頂

きたい。
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Ａ３ 公募について

現状のシステムでは，論文幹事の選出は技術委員会

からの推薦と論文委員会の承認を経て行っております。

様々なバランスを考える必要はありますが，公募も有効

な手法であり，検討を行っております。

Ａ４ 幹事の評価について

採択率，査読日数は査読者にも大きく依存します。採

択率の平準化や査読日数の短縮に関しては，多様な分

野それぞれに十分な査読者を確保することが重要と考え

ています。

A 論文委員，論文委員会について（３）
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Ｑ 査読，査読への貢献について（１）

Ｑ５ 査読に時間がかかり過ぎます。
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Ａ５ 査読日数の短縮について取り組んでおり，少

しずつではありますが改善も進んでおります。そ

れでも現状Ｄ部門は最も時間を要しており，今後

もさらに短縮を図ってまいります。ご協力をお願

い申し上げます。

A 査読，査読への貢献について（１）
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Ｑ 査読，査読への貢献について（２）

Ｑ６ Ｂ判定とＣ判定の扱いをよく理解していない部

分があります。また，例えば自分はＣとしたが，総

合でＢと判定され，再査読が回付された際にＤ判

定，ないしは少しアップしてＢ判定等を返せるの

か，等，そのあたりがよく理解できていません。
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Ａ６ 修正内容が推奨項目(Suggested change)の
みの場合はB判定，必須項目(Mandatory 
change)を含む場合はC判定になります。また，

再査読では，初回Ｂ判定の場合は，原則Ａ判定

になります。

論文査読マニュアルもご覧下さい。

http://www2.iee.or.jp/~ias/d-ron/sadoku/Manual20091026.pdf
（電気学会WEBサイト ⇒ 産業応用部門 ⇒ 論文委員会

⇒ 査読者の皆様へ ⇒ 論文査読マニュアル）

A 査読，査読への貢献について（２）
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Ｑ 査読，査読への貢献について（３）

Ｑ７ 査読の前に “掲載する” と言う自分の言葉を

唱え査読を始めると筆者の意向を受け入れやす

い。“掲載しない” の言葉が誘惑のように飛び交

うと重箱の隅をつつきたくなります。

投稿された論文は基本的態度として掲載する

方向で審査してはと思います。
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Ａ７ 論文が備えるべき要件が示されております。

この要件を満たすならば掲載となりますので，こ

れを念頭に審査していただければと考えます。

A 査読，査読への貢献について（３）
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Ｑ 査読，査読への貢献について（４）

Ｑ８ 論文査読功労賞の設置，誠にありがとうございました。
対象者の推薦に漏れが無いように，運営願います。

Ｑ９ 査読の多い方は「論文委員会 貢献賞」などと表彰して
もらえればと思います。

査読者の労力に何らかの形で還元できるようなシステ
ムつくりを望みます。例えば査読1件につき1ポイントを与

えて，ポイントをためて投稿料の補助ができる，部門大会
の参加費の補助ができる，フォーラムの参加費補助がで
きる，など，企業の方にもメリットのあるようなシステムが
好ましいです。
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Ａ８ Ａ９ 論文査読功労賞を創設し，第１回の受賞

者を選定しました。

ただ，人数が限られておりますので，ポイント制

等へのご要望も承っておきたいと思います。

A 査読，査読への貢献について（４）
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Ｑ 英文論文誌について

Ｑ１０ 英文論文誌の査読体制については，和文誌

とは別に設ける必要があると考える。

Ｑ１１ 英文誌の査読要領などの情報提供をお願い

します。
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Ａ１０ 論文委員会は別々にする計画です。その中

で，英文論文誌独自の査読体制を整えていくこと

になります。新システムにおいては，和文，英文

論文はセレクタにて完全に別投稿になります。

Ａ１１ 英文誌の査読要領は，共通英文誌と同一に

なります。今後，英文でのマニュアル等を順次整

備してまいります。

A 英文論文誌について
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議事次第

 論文委員会の新体制紹介・編修長あいさつ・・・竹下編修長

最近の論文委員会の活動について・・・・ 竹下編修長

査読マニュアルについて・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

論文投稿・掲載状況・・・・・・・・・・・・・・・・事務局まとめ

電子査読システムの運用状況・・・・・・ 寺田副編修長

 電子投稿査読ｼｽﾃﾑの新ｼｽﾃﾑへの移行・・村上編修長補佐

論文委員意見と回答・・・・・・・・・・・・・・・・・竹下編修長

 フリーディスカッション
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フリーディスカッション

終了時間：１３：１０


